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前
で
知
ら
れ
て
い
る
。
１
３
０
０
度
で
焼
成
さ

れ
薄
く
軽
い
。
透
き
通
る
よ
う
な
素
地
と
鮮
や

か
な
絵
付
け
が
魅
力
の
有
田
焼
が
誕
生
し
て
４

０
０
年
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
２
０
１
６
年
に
寄

せ
て
、
佐
賀
県
や
有
田
町
は
大
が
か
り
な
有
田

焼
創
業
４
０
０
年
事
業
を
繰
り
広
げ
た
。
日
本

の
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
に
欠
か
せ
な
い
伝

統
工
芸
産
業
の
振
興
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
く
て
、
同
年
８
月
16
～
17
日
、
同

町
を
訪
れ
た
。
晴
天
の
な
か
、
汗
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
陶
磁
器
の
ま
ち
を
歩
き
ま
わ
っ
た
。

有
田
町
は
人
口
２
万
１
０
０
０
人
。
約
１
５

０
の
窯
元
が
製
造
活
動
を
繰
り
広
げ
、
あ
ち
こ

ち
に
煙
突
が
見
え
る
。
中
心
部
に
あ
る
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
は
１
５
０
軒
ほ
ど

の
古
い
建
物
が
建
ち
並
び
、
盛
ん
に
海
外
輸
出

し
て
い
た
明
治
・
大
正
期
な
ど
の
お
し
ゃ
れ
な

洋
館
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
町
商
工
観
光
課
長

の
鷲
尾
佳
英
（
１
９
６
５
年
生
ま
れ
）
は
「
伝

統
工
芸
品
の
産
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
ち
歩
き

を
楽
し
め
る
地
域
に
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

同
町
を
訪
れ
る
年
間
観
光
客
は
２
４
０
万
人
。

し
か
し
４
月
末
～
５
月
初
め
の
黄
金
週
間
に
開

催
さ
れ
る
陶
器
市
で
半
数
が
来
場
す
る
。
残
り

の
期
間
の
集
客
力
が
課
題
な
の
だ
。

◆�

有
田
で
生
ま
れ
た　
　
　
　
　

日
本
の
磁
器

17
世
紀
初
頭
、
朝
鮮
陶
工
・
李
参
平
（
初
代
・

金
ヶ
江
三
兵
衛
）
ら
に
よ
り
、
佐
賀
県
有
田
町

で
磁
器
の
原
料
と
な
る
陶
石
が
発
見
さ
れ
た
。

以
来
、
有
田
焼
は
日
本
に
お
け
る
磁
器
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
。
中
国
の
陶
磁
器
生
産
が
低
迷
し
た

１
６
５
０
年
ご
ろ
か
ら
は
蘭
・
東
イ
ン
ド
会
社

が
長
崎
港
か
ら
世
界
に
広
め
た
。
伊
万
里
か
ら

積
み
出
さ
れ
、
長
崎
を
経
て
海
外
に
運
ば
れ
た

の
で
欧
州
で
は
、
今
も
「
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
」
の
名

◆
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
有
田
焼

記
念
す
べ
き
年
に
寄
せ
て
佐
賀
県
は
有
田

焼
創
業
４
０
０
年
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
を
特
設

し
た
。
リ
ー
ダ
ー（
部
長
級
）の
志
岐
宣
幸（
１

９
５
９
年
生
ま
れ
）
ら
精
鋭
職
員
17
人
が
集
め

ら
れ
た
。
３
５
０
年
（
１
９
６
６
年
）
時
は
県

立
九
州
陶
磁
文
化
館
の
開
設
（
１
９
８
０
年
）

に
つ
な
が
る
構
想
が
生
ま
れ
た
。
半
世
紀
前
の

ハ
ー
ド
主
導
か
ら
転
じ
て
ソ
フ
ト
事
業
を
主
眼

と
し
、
地
場
産
業
の
建
て
直
し
を
目
指
し
た
。

志
岐
は
「
有
田
焼
の
年
間
売
上
額
は
、
協
同
組

合
加
入
業
者
の
２
０
１
４
年
資
料
で
43
億
円
ほ

ど
と
さ
れ
る
。
１
９
９
１
年
の
２
４
９
億
円
か

ら
６
分
の
１
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
か
つ
て
実
績

を
上
げ
た
海
外
輸
出
が
占
め
る
割
合
は
１
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
」
と
説
明
し
た
あ
と
、「
だ

か
ら
こ
そ
海
外
展
開
に
重
き
を
置
い
て
17
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
取
り
組
ん
だ
。
４
０
０
年
事
業

を
通
じ
て
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
名
前
を
世
界
に
売
り

込
み
た
い
」
と
強
調
し
た
。
筆
頭
は
パ
リ
の
家

具
・
工
芸
見
本
市
「
メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」

出
展
事
業
で
あ
る
。
な
ぜ
パ
リ
な
の
か
？　

一

つ
に
は
毎
年
１
月
と
９
月
に
開
か
れ
る
同
見
本

市
は
欧
州
最
大
規
模
で
あ
る
う
え
、
買
付
業
者

と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
双
方
が
参
加
し
て
影
響
力
が

大
き
い
。「
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
」
の
発
信
力

は
地
球
規
模
に
及
ぶ
。
二
つ
に
は
有
田
焼
と
パ

リ
に
は
因
縁
が
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
１
８
６

７
年
（
慶
応
３
年
）
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
江

戸
幕
府
、
薩
摩
藩
、
肥
前
の
鍋
島
藩
が
参
加
し

た
。
鍋
島
藩
は
有
田
焼
を
売
り
込
み
、「
ジ
ャ

ポ
ニ
ス
ム
」
人
気
を
巻
き
起
こ
し
た
。

記
念
事
業
は
２
０
１
３
年
度
に
開
始
。
16
年

度
ま
で
の
４
年
間
で
総
額
19
億
９
５
０
０
万
円

を
投
入
し
た
。
同
見
本
市
事
業
に
は
２
億
８
３

０
０
万
円
の
予
算
を
確
保
し
た
。
実
績
の
あ
る

著
名
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
契
約
、
見
本
市
会
場

入
口
に
お
し
ゃ
れ
な
専
用
ブ
ー
ス
を
設
置
し

た
。
公
募
に
応
じ
た
８
社
と
組
み
、
２
０
１
４

年
９
月
、
15
年
９
月
、
16
年
１
月
の
３
度
出
展

し
た
。
新
商
品
開
発
費
や
渡
航
費
は
自
社
負
担

の
条
件
だ
っ
た
。

◆
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
を
再
び
欧
州
に

初
年
度
に
着
任
し
た
職
員
４
人
が
熱
っ
ぽ

い
論
議
で
自
ら
原
案
を
固
め
た
。
同
見
本
市
事

業
担
当
の
副
課
長
、
鷲
崎
和
徳
（
１
９
６
８
年

生
ま
れ
）
は
「
初
年
度
に
反
省
が
多
々
あ
っ
た
」

と
振
り
返
る
。
１
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ブ
ー

ス
を
確
保
し
た
が
、
や
や
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ

っ
た
。
さ
ら
に
見
本
市
期
間
が
５
日
間
だ
け
な

の
で
「
買
い
た
い
」
と
希
望
す
る
買
付
業
者
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
が
不
足
し
て
取
引
に
つ
な
が
ら
な

い
場
合
が
あ
っ
た
。
言
葉
の
課
題
も
あ
っ
た
。

反
省
し
た
２
年
目
以
降
、
倍
近
い
２
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
に
広
げ
て
最
前
列
に
設
け
た
う
え
、

各
社
ご
と
に
作
風
が
異
な
る
の
で
参
加
事
業
者

の
負
担
で
１
社
１
人
の
通
訳
を
つ
け
た
。
パ
リ

市
内
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
業
務
提
携
。
在
庫
管

理
、
見
本
市
終
了
後
の
継
続
的
な
問
い
合
わ
せ

対
応
を
依
頼
。
対
策
は
功
を
奏
し
た
。
シ
ャ
ン

ゼ
リ
ゼ
通
り
に
店
舗
を
構
え
る
老
舗
香
水
会

社
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
ミ
ロ
を
世
に
送
り
出
し
た

現
代
美
術
画
廊
等
か
ら
相
次
い
で
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
た
。

出
展
企
業
の
一
つ
「
キ
ハ
ラ
」
代
表
取
締
役

の
木
原
長
正
（
１
９
５
２
年
生
ま
れ
）
に
よ
る

と
、
同
見
本
市
を
訪
れ
て
作
品
を
見
た
ド
イ
ツ

の
絨
毯
会
社
か
ら
「
有
田
焼
の
文
様
を
使
っ
て

新
た
に
絨
毯
を
一
緒
に
つ
く
れ
な
い
か
」
と
の

申
し
出
を
受
け
、
斬
新
な
発
想
に
驚
い
た
。
商

談
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
有
田
焼
の

デ
ザ
イ
ン
の
新
た
な
可
能
性
に
気
付
か
さ
れ
、

まちづくり

第5回

佐
賀
県
・
有
田
焼
４
０
０

年
と
海
外
進
出
の
試
み

「
世
界
に
通
じ
る
」を
軌
道
に
の
せ
る
努
力
た
ど
れ
ば

メゾン・エ・オブジェ会場に設けられた有田焼の専用ブース。斬新なデザイン
が注目を集めた
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見
本
市
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
痛
感
し
た
。

鷲
崎
は
こ
れ
ま
で
６
度
パ
リ
に
出
張
し
た
。

９
月
７
～
８
日
に
は
、
商
談
が
成
立
し
て
香
水

店
や
画
廊
で
展
示
さ
れ
る
有
田
焼
の
様
子
を
見

て
回
っ
た
。
別
の
研
究
調
査
で
渡
仏
中
だ
っ
た

筆
者
も
同
行
し
た
。
目
抜
き
通
り
シ
ャ
ン
ゼ
リ

ゼ
に
面
し
た
香
水
店
で
は
２
階
の
特
設
展
示
室

に
20
点
の
有
田
焼
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
香
水
の

瓶
に
使
わ
れ
た
作
品
に
加
え
て
伝
統
的
な
小
皿

や
壺
も
置
か
れ
、
鷲
崎
は
懸
命
に
写
真
撮
影
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
商
戦
に
は
本
格
的
な
飾
り
付

け
を
行
う
そ
う
だ
。
次
に
画
廊
街
サ
ン
ジ
ェ
ル

マ
ン
・
デ
・
プ
レ
地
区
に
転
じ
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
訪
れ
た
。
有
田
焼
約
80
点
を
購
入
し
て
展
示

販
売
す
る
た
め
、こ
の
日
が
開
幕
パ
ー
テ
ィ
ー
。

大
勢
の
仏
人
や
日
本
人
が
駆
け
付
け
た
。
挨
拶

回
り
を
終
え
て
表
に
出
た
鷲
崎
は
急
に
叫
ん

だ
。「
パ
リ
の
あ
ち
こ
ち
に
有
田
焼
が
あ
る
。

感
動
。
涙
が
出
そ
う
」。
目
を
潤
ま
せ
た
。
景

気
低
迷
の
な
か
、
パ
リ
に
出
展
で
き
な
か
っ
た

企
業
の
無
念
を
思
い
返
し
な
が
ら
こ
の
仕
事
に

関
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
。
県
の
費
用
で

同
見
本
市
に
出
展
す
る
の
は
16
年
度
が
最
後
。

今
後
は
企
業
の
自
主
的
出
展
に
委
ね
る
。「
こ

れ
か
ら
も
有
田
焼
の
普
及
を
長
く
続
け
て
い
か

な
く
て
は
」
と
決
意
し
た
。

◆�

器
だ
け
で
な
く
、　　
　
　
　

地
酒
も
県
産
茶
も

人
口
82
万
人
余
の
佐
賀
県
は
パ
リ
に
出
先

を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
総
務
省
の
一
般
財

団
法
人
・
自
治
体
国
際
化
協
会
の
パ
リ
事
務
所

（
荒
井
陽
一
所
長
、
13
人
）
に
初
め
て
県
職
員

の
夏
秋
健
佑
（
１
９
８
１
年
生
ま
れ
）
を
派
遣

し
た
。
北
九
州
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
県

に
採
用
さ
れ
、
財
務
課
な
ど
を
経
験
し
た
。
仏

語
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
東
京
や
パ
リ
の
語
学

学
校
に
通
い
、
妻
子
を
連
れ
て
渡
仏
し
た
。
パ

リ
で
は
日
本
の
他
自
治
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
調

査
依
頼
の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
佐
賀
県
側

と
密
に
連
絡
を
取
り
、
有
田
焼
Ｐ
Ｒ
の
一
端
を

担
う
。
日
本
酒
、
日
本
茶
、
日
本
食
な
ど
も
一

緒
に
売
り
込
み
た
い
県
の
意
向
に
沿
っ
て
、「
日

本
酒
専
門
店
が
パ
リ
に
開
店
し
た
」
な
ど
と
毎

月
１
本
の
報
告
書
を
作
成
す
る
。「
有
田
焼
は

１
９
０
０
年
の
パ
リ
万
博
で
金
賞
を
取
っ
た
。

約
１
０
０
年
後
、
パ
リ
で
改
め
て
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
展
開
す
る
重
責
を
か
み
し
め
て
い

る
」
と
話
し
た
。
県
と
伝
統
的
工
芸
品
産
業
振

興
協
会
な
ど
が
共
同
ブ
ー
ス
を
設
け
た
パ
リ
・

デ
ザ
イ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
（
９
月
３
日
～
10
日
）

で
は
、
セ
ー
ヌ
川
左
岸
の
造
船
所
を
改
装
し
た

見
本
市
会
場
「
レ
・
ド
ッ
ク
」
に
駆
け
付
け
、「
天

吹
」「
能
古
見
」「
古
伊
万
里
」
な
ど
の
佐
賀
の

地
酒
や
県
産
茶
を
各
国
の
人
た
ち
に
振
る
舞

い
、
羊
羹
も
差
し
出
し
た
。「
ア
レ
・
ジ
、
ア
レ
・

ジ
！
（
さ
あ
召
し
上
が
れ
）」
と
呼
び
か
け
、「
サ

ケ
・
ド
ゥ
・
サ
ガ
（
佐
賀
の
お
酒
で
す
）」
と

大
声
で
訴
え
た
。
佐
賀
産
品
の
〈
パ
リ
売
り
込

み
隊
長
〉
的
な
存
在
だ
と
筆
者
に
は
映
っ
た
。

有
田
焼
の
年
間
売
上
額
（
組
合
加
入
社
）
が

43
億
円
余
り
…
…
と
い
う
現
状
で
４
年
間
に
20

億
円
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費
用
を
つ
ぎ
込
む
こ

と
に
異
論
は
な
か
っ
た
の
か
、
気
が
か
り
だ
っ

た
。
有
田
町
を
訪
れ
、
パ
リ
を
歩
い
て
分
か
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
の
４
０
０
年
事
業

は
も
ち
ろ
ん
産
業
振
興
政
策
の
一
つ
な
の
だ

が
、
有
田
焼
を
通
じ
て
「
県
民
の
誇
り
」
形
成

を
目
指
し
た
文
化
政
策
で
も
あ
る
に
違
い
な

い
。
特
徴
の
少
な
い
と
い
う
指
摘
の
あ
る
佐
賀

県
に
と
っ
て
、
有
田
焼
は
日
本
、
い
や
世
界
に

通
じ
る
大
切
な
ブ
ラ
ン
ド
な
の
だ
。
産
業
政
策

と
文
化
政
策
の
密
接
な
関
係
を
見
つ
め
直
し
た

い
と
考
え
た
。（
敬
称
略
）


